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　　In the teacher education curriculum of Kyoei University, Kyoikugaku-kisoenshu 
(Foundation Course for Academic learning of Education) is offered in the ﬁrst semester to 
the second year students. The aims of this course are to build abilities for critical thinking 
and develop collaborative problem solving skills through debates on education policies. 
This study analyzes the class records and student questionnaires to discuss the educational 
effects and challenges. As the results show, critical thinking abilities were improved; on 
the other hand, collaborative problem solving skills did not show any signiﬁcant increase. 
However, those teams that did better at the debate were also those that were better at pre-
paring as a group. This suggests that teachers need to explicitly teach the target skills, in 
this case teamwork.




























































































































































































































　「活動」の時間は、学生は 3～ 4人からなる 36チームに分かれ、本論文の著者である 3
人の教員が 12チームずつ担当する。それらが 3組に分かれているため、1人の教員は各
時間 4チームの指導をすることになる。ディベートは 1つのテーマにつき 2チームが肯
定・否定に分かれて討論するため、4チームのうち 2チームがディベートをしている時は、
残りの 2チームが審査員を務める。
　成績は、各系列 30点、出席点 10点の合計 100点で評価することになっている。「活動」






























































































































































































立論 立論 (3分 ) 司会は教員。審査員は審査用紙に審査結果を、
記録用紙にディベートの内容を書き最後に提出















































































































































































































































































目なので、全員が履修している。2015年度の 2年生は 132人である。男性が 84人で、
女性が 48人であった 13。対象者には、前期授業の開始後（5月）と終了後（7月）との 2
回に分けて質問紙による調査を実施した。
　5月に実施した回答の中で、記入漏れなどの不備のある回答を除外した結果、117人分





































































　本研究で分析の対象となる 101人の成績の平均値は 27.00（SD ＝ 2.76）であった。最
小値は 18で最大値が 30である。この 101人の中から、成績が上位の学生（上位群）と
下位の学生（下位群）とをそれぞれ約 25％ずつ抽出した。その結果、上位群は成績が 29
点以上の学生が該当した。人数は 35人（男性 22人、女性 13人）であった。下位群は成






































（SD ＝ 2.76）であり、非有効回答群の成績の平均値は 25.48（SD ＝ 3.18）であった。有
効回答群の方が非有効回答群よりも平均値が高いことがわかる。両群の平均値差について
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学紀要 26. 2003. pp.11-17
16　 除外した項目は、項目 2の「批判的に物事を考えることができる」、項目 3の「資料
を検索して、必要な資料を十分に収集することができる」、項目 10の「相手の感情
を理解したうえで、自分の考えを主張することができる」の 3項目である。
17　 欠席によって質問紙が実施できなかった人数は 5月と 7月とを合わせて 16人いた。
無記名の回答をした人数は 9人である。全部の項目に「どちらでもない」を選ぶな
どの偏った回答をした人数は 9人である。無記名の回答と偏った回答とが重複する
ことがあるので、不備のある回答が全部で 34人分となっている（実人数は 31人）。
